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＜月例記者会見＞ 

令和 7年 7月 29日（月）11:00～  

 

令和 7年 7月月例記者会見 

 

〔01_生駒南小・中学校整備事業に係る基本設計・実施設計業務の受託候補者が決まりました〕 

市長  設計者を選定するために、公募型プロポーザルを行い、8 者から具体的な提案をいただきまし

た。受託候補者は、株式会社類設計室に決まりました。多数の実績のある設計会社で、選定のポイント

は、地域の実情を丁寧に読み取り、どのような学校にしたいのかをしっかりと理解をしており、また、

圧迫感のない柔らかなデザインを見ていただければ分かるように地域と調和し、単にこどもが学ぶ学校

施設というだけではなく、地域の皆さんもボーダレスに関わっていけるような地域と学校との共生を意

識しているところが評価されたと聞いています。 

今後、具体的に基本設計・実施設計を進めていきます。基本設計に当たって、イメージを市民関係者

の皆さんに提示しワークショップを重ねながら、設計業務を来年の 3 月末までするという流れです。そ

の後、生駒南小学校内装改修工事、生駒南中学校解体工事、新校舎建設工事と進み、令和 10年の 2 学期

から供用開始・開校を考えています。 

【 質疑応答 】なし 

 

〔02_教育委員会委員の候補者を公募します〕 

市長  応募資格は、生駒市立の小・中学校に通うこどもの保護者か、小学校就学前のこどもを養育し

ている保護者です。教育大綱を踏まえて、生駒南小・中学校の整備、スポーツ施設の整備、地域と学校

の連携、生涯学習など、教育のあらゆる分野にお力をいただくため、素晴らしい方を選出したいと思っ

ています。 

【 質疑応答 】なし 

 

〔03_市内事業者の人材確保に向けた取り組みを支援します〕 

市長  市内事業者の人材確保に向けた取組の支援で、「イコフォス」という名前でスタートします。 

「ここ数年は人手不足の雇用が一番の課題」との多くの事業者のご意見を踏まえ、人材確保や生産性

の向上に向けた取組などへの補助金を創設し、また、市内在住のデザイナーやクリエイターなど専門家

が市内事業者を応援するようなマッチングを行うものです。この事業は、プロポーザルにより商工会議

所さんに受託していただくことになっています。雇用に関する補助金の支給や専門性を持った市民等と

のマッチングなどの複合的な人材確保の支援事業は、県内でも生駒市が初めてではないかと思います。 

事業概要としては、商工会議所内に事務局を設置します。取組としては、大きく二つあります。一つ

目は、市内事業者が人材採用・育成するときの補助金の創設です。採用支援補助金として求人情報サイ

トや人材紹介サービスの利用料の補助、育成支援補助金としてリスキリングなど従業員の資格獲得 

や研修などにかかった費用の補助、マッチング支援の補助金として、市内事業者が自社の課題解決をロ

ーカルビジネスパートナーに委託する際の費用補助です。 

二つ目は、専門家と事業者を繋いでいくローカルビジネスパートナー制度の創設です。本市で非常に

多くの申込みがある創業スクール「ILBH」の卒業生や、市内在住のデザイナー、クリエイター、全国で
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活躍している市内出身者など、専門性を持つ方に登録してもらい、市内事業者の課題とマッチングさせ

て、市内事業者の活躍・発展に繋げていくということ、また、様々なスキルを持った方の活躍の機会を

作ることで双方にウィンウィンの形でやっていけるのではないかと思います。 

また、それ以外の取り組みも併せて PR をしたり、「IKOMASTAR」に認定したりして、市内で頑張ってい

る事業者の皆さんを応援するエコノミックガーデニングの一つの柱になるような大きな事業ということ

で、力を入れてやっていきたいと思っています。 

【 質疑応答 】 

記者  イコフォスの採用支援補助金や育成支援補助金は、それぞれ、何件ぐらいを見込んでいますか。

また、市単独の予算ですか。 

担当課  全て市の予算で行います。件数は、予算の上限額として 2000 万を予定していますので、最

大 100 万円の補助ができるのであれば 20件で、小さいものもありますので、100件から 200件ぐらいは

申請があるのではないかと想定しています。 
記者  特設ウェブサイトは、これから作って PR をしていくということですか。 

担当課  既にウェブサイトは公開していて、今、事業者さんの登録をどんどん促している段階で、こ

れから充実していくところです。 

記者  複合型が県内初のとのことですが、全体像を教えてください。 

担当課  補助金の支給、ローカルビジネスパートナーという個人でスキルを持つ人とのマッチング、

特集冊子等での PR、課題に応じた伴走支援、「IKOMASTAR」の認定など、一つのパッケージの支援システ

ムとして複合型でするという内容です。 

記者  補助金だけなら他市にもあるということですか。 
担当課  補助金は多くの自治体で支給しています。補助金だけでなく、その先の事業者さんの課題解

決も踏まえて、複合型で支援するという部分、事業主と個人でスキルを持つ人とのマッチングもお手伝

いするといったところは、県内初です。 

記者  市長としては、こういった事業を通して、生駒市の独自性をどのように育て進めていきたいと

うに進めていきたいと考えていますか。 

市長  まさに二本立てだと思っていて、一つは、合同説明会みたいなことはこれまでもしていますが、

一歩踏み込んで、求人系のサイトで人を募集するような企業の積極的な活動を、市としても補助金とい

う形で応援をするという基礎の部分です。もう一つは、生駒らしさという意味で言うと創業支援の塾な

ども行っていて、生駒市民は、多くの方が創業したいとか、自分の力を個人事業主としてどんどん活用

していきたい、活躍していきたいっていう思いの方が非常に多いので、創業支援やキャリアアップ支援、

事業所も応援するという生駒らしい雇用、また、生駒らしい人材の育成を今回の事業で総合的に進めて

いきたいと思っています。 

 

〔04_高山茶筌の匠の技、日本酒ペアリング、幻想的な夜の茶会伝統と美食を楽しむ着地型観光商品

を造成〕 

市長  今、大阪・関西万博で、本市をはじめお茶を通してつながった関係自治体がローカルジャパン

展に出展しています。茶道関係のコンテンツが外国の方を中心に大変人気を博し、バイヤーが外国から

もたくさん来ているという話も聞いています。その中で、本市としてもこのブームをとらまえて、一つ

の観光商品を作っていこうということで、市と観光協会で連携をして着地型の観光商品を作りました。 
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商品の概要は、「茶筌の里 生駒で味わう茶会」ということで、内容は、高山茶筌制作実演見学として

職人さんの制作工程を見ていただき、創業 300年近い老舗醸造蔵・中本酒造店「作宝楼」で日本酒と料

理のペアリング懐石を楽しみ、ろうそく灯の特別夜の茶会（ろうそくの明かりが揺れる幻想的な雰囲気

の中でお茶を点てる体験）などを組み合わせたものとなります。価格としては、変動はありますが 7万

円からと想定し、9月からスタートします。 

旅行業者、県内を中心に高級ホテル等への販売展開を進めています。今後、連携先、販路の拡大を図

ります。大阪・関西万博でも抹茶の PR もしておりまして、こういう商品を基軸にして生駒に来ていただ

く方を増やしたいと、奈良公園に来られる方が非常に多いのですが、その流れで、生駒にも足を運んで

いただく機会をぜひ増やしていきたいということで、このような商品を万博開催期間中に作っていただ

き販売をスタートします。 

【 質疑応答 】 

記者  このコースは、時間的にどれくらいかかりますか。 

担当課  半日コースとして想定しており、正午から午後 8 時ぐらいまで、昼食含めてのコースです。 

記者  対象はインバウンドを想定していますか。 

担当課  そのとおりです。 

記者  言葉の面でのサポートはありますか。 
担当課  追加料金が発生しますが、通訳を一緒にアテンドして一緒に回るというようなこともツアー

の中に入っています。 

記者  宿泊施設との連携はどのようにしますか。 

担当課  生駒市は宝山寺の周辺に旅館がありますが、最近、奈良市内には「JW マリオットホテル」さ

んや「ふふ奈良」さんなど、非常に高価格帯のホテルがたくさんできています。そのホテルのコンシェ

ルジュさんから、奈良県内を巡りたいというインバウンドの方にご案内いただけることがわかりました。

また、素泊まりで来られるケースが多く、奈良県内や関西を楽しみたい方は、地元の料理店とか体験を

好まれるということなので、このような食事付きの周遊プランは、非常に高感度であるという判断いた

だいていますので、積極的にどんどん情報提供していきたいと考えています。 

奈良市内の他、生駒市は、大阪へのアクセスが良いので本町など大阪市内にも高級ホテルたくさんあ

り、インバウンドの方がたくさん泊まれるような宿泊施設には、今後、どんどん情報提供していきたい

と考えています。 

記者  今、万博で、お茶、お酒が人気だということですが、生駒の茶筌プラスお茶は、どうですか。 

担当課  ちょうど昨日から万博の「WASSE」でローカルジャパン展を開催しています。非常に多くの

方に来場いただき、海外の方からも注目され、四天王寺大学の学生さんに通訳をお願いしていますが、

休みなしで対応せざるを得ないぐらいです。また、茶筌師さんの実演は、常に人だかりができるような

状況です。お茶に関しては、海外の方の反応が非常によく、ヨーロッパやアメリカは抹茶ブームで、コ

ーヒー、紅茶だけでなく、抹茶という分野が新たに出来るぐらい浸透していますので、そこに、本物志

向の海外の方から、非常に注目してもらえるコンテンツになっています。 

 

（その他の質問）なし 

（了） 


